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推 岳品 narの 輸 J

弥生時代中期後姿から終末期に堆積した0日 上に道補

面お`存在することから 弥 生韓 期以降の速御面で

あると詢駈てきる

第2遺 格面

Og上 面において 15基 のビットを検出したル こ れ

らは検出のみにとどめた

前と時代中期後秦から終末期に控積した0日 に頼われ

ることから 訴 生時代終ネ期以前の遺描荷であると判断

でさる

G)出 土遠傷

前述したと態のほか 分 編形土製品 (3W)石 鱗

(如0)石 斧ネ製品 (顔5)台 石 (287)題 五 (281)

蔽● (232283)練 帥 片(2勁 鉄銃セ98)

わO ③ 日" らヽ出上した

0層 おぢ山とした分銅形■製品 (3口)は  表 面の高

線郡を巡るように二枚真の腹繰て括文きれるとともに
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期のユ坑が密にお塩しており (第20国 )こ れうのと

解は丘陵n部 かちの流れ込みであると想定される
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5 ま とめ

本調査の主たる粛錬 題は 追 構師 ↓ヽ松尾頑3

区北西部に位想する引蜘 al面にヽける意能分布の続 で

あった 3本 のトレンチを設定して調査した結果 1理

のユ坑 2垂 の段状道格 多 数のぜットを横出した 以

下 本 調査のまとめとする

(,〉遺格の分析秩況

本調査区周漂では V-3期 の段状遣構3r Hrか ら

邸10 S的 O S韓 2と fr陵態辺部から北関斜面にか,

ての抑貫擁 点付近に達続して筆かれ■こどが明らかと

なつた また SSlは SS09の高恒には 摩穴住唐お裕
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